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＜本年度会長テーマ＞ 『 つたえよう！つながろう！ 』

広島安佐ロータリークラブ

会長時間

明けましておめでとうございます。皆様にお

かれましては健やかに新年をお迎えになられた

ことと存じます。私は年末年始スリランカで仕

事をしながら新年を迎えましてこの時期一人少

々日焼けしております。今回はスリランカを簡

単にご紹介します。上海経由コロンボのルート

で行きました。先ず驚いたのは上海空港の圧倒

的なスケールでして約4,000ヘクタールで羽田

空港の2.7倍と巨大です。搭乗ゲートも第２タ

ーミナルが新設され移動はなんと地下鉄そのも

のでした。空港一つを見ただけでも発展したの

だと思わざるを得ない気がしました。そしてス

リランカですが2年ぶりに行ったのですが習近

平の推し進めている一帯一路政策で莫大な中国

マネーが入ったことで高層ビルやホテル、ショ

ッピングモールなどが立ち並び、高速道路も更

に延伸中で、物凄いスピードで発展していま

す。カジノも結構な数がありましてインドや中

国からカジノに興ずる観光客も以前よりは格段

に多くなっていました。中国が如何にスリラン

カを重要拠点にしているのが良く理解できま

す。

それに反して日本はまだまだ投資不足と言わざ

るを得ません。過去こんな事実がありますので

お聞きください。大東亜戦争敗戦後の日本は昭

和26年サンフランシスコ講和会議にてソ連アメ

リカ中国イギリスが北海道・本州・九州・四国

を分割統治する案が固まったのですが廃案とな

りました。その理由のいくつかの中に当時セイ

ロンの代表ジャヤワルダナが仏陀の言葉「増悪

は増悪によって消え去るものではなく、ただ慈

悲によって消え去るものである」を引用し国家

間の礼節と寛容を説いた国連演説が分割統治か

ら日本を救ったと言われています。当時の内閣

総理大臣 吉田茂は「スリランカへの恩を日本

人は未来永劫伝えなければならない」と言って

いました。現在、この出来事を知っている日本

人はほとんどいませんが私はスリランカに対し

て感謝の気持ちをきちんと伝えられる日本人で

ありたいと思っています。ということをお伝え

し本日の会長時間とさせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。

令和2年、年明け最初の例会に、会員同士新年

の挨拶を交わし席に着きました。

本日のゲストは、第2710地区 G6松尾ガバナー補

佐と吉野補佐幹事様で3月21日に開催されるイン

ターシティミーティングについてご説明いただき

ました。広島安佐ロータリークラブも「全員参

加」で出席したいと思います。

そして、本日の卓話は、道垣内会長による会長

年頭挨拶で、上半期の活動報告と下半期の活動予

定等を話されました。その後時間に余裕があった

ので、道垣内会長が年末年始にビジネスで訪問さ

れたスリランカについて話をされました。

スリランカの現状、ビジネスの話、近代化の進

む首都コロンボの裏事情等、

あまり馴染みのないスリランカの話はとても興味

深く、楽しく拝聴させていただきました。

2020年1月9日(木)第955回

3階「安芸の間」



令和2年は「子年」で最初の干支に戻り、新た

にスタートする年です。

鼠は子どもを沢山産むことから、「繁栄の年」

とも言われているそうです。そして、夏にはい

よいよ「2020東京オリンピック」が開催されま

す。日本中が歓喜に湧くことと、今からとても

楽しみです。

皆様にとっても、令和2年が素晴らしい年にな

りますように！！

（広報・会報委員）

「会長年頭挨拶」

本日は年頭挨拶ということで今年の景気と世

界情勢をお話しさせて頂きたいと思います。

令和2年はいよいよ東京オリンピックが開催さ

れます。インバウンドを含め日本に大きく特需

が期待されることでしょう。マラソンの開催地

が札幌に変更されオリンピックは都市での開催

ではなかったですかと思われた方も多くいたの

ではないでしょうか。とはいえ新国立競技場も

完成しハード面は準備万端整いました。あとは

日本人選手に期待するばかりです。そして一昨

日、安部首相を含む経済三団体と一部上場企業

のトップたちが新年祝賀パーティで様々な景気

予測をコメントされていましたが総じてオリン

ピック後から来年にかけて景気は落ち込んでく

るであろうと言っていました。当然ですが業界

によって強気と弱気とに分かれるところです。

各分野を新聞やネットや私感を混ぜながらお伝

えします。

情報通信分野では次世代通信規格５Gや人工

知能AIなど革命的技術革新が始まったばかりで

すが、これによって更に省力化が進み働き方改

革とあいまって生活水準が大きく向上すると期

待が高くなっているようです。

建設業はオリンピック終了からは延期になっ

ていた案件が再び動き出すので1～２年は大丈

夫だろうとの予測です。また人手不足が顕著な

業界ですので一気に仕事が無くなるとは考えに

くく、外国人雇用が重要なポイントになるので

はないでしょうか。

自動車製造業は先行き不透明感が強いのでは

ないか、中国市場の動向が最も影響してくると

思いますが昨日の新聞では新興国も含め販売台

数が減少に転じています。世界的にはEV化に進

んでいます。地元マツダさんが今年５月以降電

気自動車を販売すると昨日報道されました。マ

ツダさんの動向が地域に大きく影響しますので

唯一のEX-30電気自動車が市場で受け入れられ

るかが鍵ではないかと思います。

海外では一見景気が良いように見られますア

メリカですが日本同様に国民全体の生活不安を

解消するための社会保障システムの構築が政策

課題のようで、見た目失業率は空前の低さです

が雇用者の10人に6人は短期契約で不安定な生

活です。また労働適齢期の10人のうち3人は労

働市場に参加していない。そして30年までには

大部分の労働者は契約かパートタイム労働者に

なり、やがて人は不必要となる。その最大の原

因はAI・IoT・ロボット化等です。

また、政治的に世界をみますと覇権闘争から

の不確実性要素が多く、いつ何時微妙な安定が

崩壊する危険性を充分抱えているのが現状で

す。米中対立や先進国の分断、東南アジア諸国

や中東の緊張の高まり、加えて世界的な地球温

暖化という全人類がクリアすべき課題もありま

す。私達一個人の力ではいずれも解決出来る問

題ではございませんがロータリアンとしての活

動という所からなら大いに参加できるのではと

思います。ここからは今年度の残り半年の計画

についてと前期の振り返りを話していきたいと

思います。

会長方針を「つたえよう！ つながろう！」

として皆様に優先順位1位でお願いしておりま

す。前期は１名の退会と２名（9月は梁会員・

12月は黒田会員）の入会でプラス１となりまし

た。また、女性会員の純増を試みましたが残念

ながら入会には至りませんでして、原因として

は会費が高いというのがあったようです。後期

も前期同様にプラス１名を最低目標として進め

て参ります。

ガバナー公式訪問でございますが、晝田ガバ

ナーの意向により今年度は陵北ロータリークラ

ブ様と合同開催となり例年とは全く違った形で

進められました。今後、陵北ロータリークラブ

さんとの交流を少しづつ増やしていく取り組み
の第１歩が踏み出せた良い事例です。後期は１
回ですが合同例会を企画しておりますので各々



新しい出会いが⽣まれることを期待していま
す。
夏の家族会は例年通りマツダzoomzoomスタ

ジアムで⾏いました。⼤⾬で⼀時中断もありな
がらバーベキューで盛り上がりました。
職場訪問は湯本会員に⼤変お世話になりロー

タリアンでなければ⾒ることの出来ない⽣産現
場を拝⾒出来ました。みなさんが作業帽を着⽤
して真剣に装置の説明を聞きいっていた姿が印
象的でした。
財団では11⽉に前年度同様ではございます

が育成園へ⼦供たちの体⼒向上のためにブラン
コ、マットを寄贈することが出来ました。同じ
く11⽉には特別事業で美容組合との連携で祇
園北⾼校において第6回サッカーチャレンジマ
ッチを⽀援することが出来ました。
12⽉夜間例会ではリーガにてクリスマス家

族会を地元歌⼿の松原杏さんと⼤串会員のご⼦
息、野村会員のご⼦息で⼤いに盛り上げていた
だきました。
後期の⼤きなものは1⽉19⽇の都道府県駅伝

⼤会への応援、例年通り寒い中での応援ですが
広島県が優勝する姿を⾒たいものです。
2⽉19⽇は崇徳学園にて恒例のガンに関する

講話会、引き続き職業講話として湯本会員の
50分の講演をしていただきます。
3⽉は創⽴21周年記念夜間例会と3⽉21⽇に

インターシティミーティングです。全員参加と
なっております。
4⽉はお花⾒夜間例会と特別事業として⽐治

⼭清掃活動がございます。
後期も地域に貢献する事業が盛りだくさんご

ざいます。引続きみなさんのご協⼒をお願い致
しますとともに安佐ロータリークラブが発展し
ていくことを祈念いたしまして本⽇の年頭挨拶
とさせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。

本日のプログラム

1月9日(木) 第 955回

｢会長年頭挨拶｣

道垣内 文夫会長

幹事報告

１.BOX配布物

・ガバナー月信とロータリーの友を配布してお

ります。

・休会のご案内を配布しております。

(2月13日)

・12月分の個人別出席一覧表を配布しておりま

す。ご確認ください。

・IMのご案内を配布しております。ご出欠は回

覧にてお願い致します。

（メーキャップ対象）

と き：2020年3月21日(土)13：30～

ところ：ホテルグランヴィア広島

・国際ロータリー 第2710地区2018-19年度の地

区活動報告書が届いております。

ご一読ください。

２.例会変更

・広島西南RC「職場訪問例会」

と き：1月21日（火）12：30～※同日変更

ところ：㈱ポップジャパン

・広島北RC・広島陵北RC

「3RC合同夜間例会並びに懇親会」

と き：1月23日（木）18：30～

ところ：リーガロイヤルホテル広島4階

「ロイヤルホール」

・広島城南RC「職場訪問例会」

と き：1月31日(金)13:00～14:00

※同日変更

ところ：シェラトングランドホテル広島3Ｆ

水輝

３.お知らせ

・次週１月16日は休会となっております。お間

違えのないよう、お願い致します。

・１月19日（日）のひろしま男子駅伝に参加さ

れる方は、9：30に平和公園噴水前にお集ま

り下さい。懇親会からご参加の方は、18：30

までにむさし土橋店にお集まり下さい。

・次回例会は1月23日（木）の3RC合同夜間例会

です。リーガロイヤルホテル広島４階ロイヤ

ルホールにて、18：30からです。

よろしくお願いいたします。

国際ロータリー2710地区 G6ガバナー補佐松尾 仁様
G6ガバナー補佐幹事 吉野泰弘様

が、3⽉21⽇に開催されますIMのご案内のため、お越し
下さいました。



ニコニコ箱

会員記念日（1月）
☆お誕生日おめでとうございます

・谷 勝美会員(S17.01.28)

何とか元気で78才を迎えることが出来まし

た。皆様のお陰でございます。今後ともよろ

しくお願いたします。

☆パートナー誕生日おめでとうございます

・幣 真太郎会員(郁子：4日)

・中村 富子会員(和人：15日)

今年で55才になります。GO!GO!なんで勢い

よく前進してもらいたいと願ってます。

・浮田 収会員 (麻美：22日)

愚妻は22日、その前の19日男子駅伝を皆様よ

ろしくお願いいたします！

・梁 賢春会員 (李貞恵：28日)

・奥芝 隆会員(博子：28日)

彼女も71才になりました。支えていただいて

います。感謝感謝です。

☆入会月おめでとうございます

・山口 洋充会員（H25年1月10日）

☆創業月おめでとうございます

・長神 憲一会員（S23.01.30）

無事に令和元年を過ごすことが出来ました。

令和2年も創業100年に向けてゆったりした気

持ちで、一歩一歩歩んでゆきたいものです。

☆道垣内 文夫会員

お客様、ようこそお越し下さいました。

ごゆっくりおくつろぎ下さい。

☆長神 憲一会員

新年あけましておめでとうございます。お客

様、ようこそおいでくださいました。ごゆっ

くりしていって下さい。本日、道垣内会長の

新年年頭の卓話、楽しみにしております。今

年も一年宜しくお願いいたします。

￥41,000 累計￥599,９４２

会員数 22名 出 席 率 86.36％

出 席 18名 ご 来 賓 0名

欠 席 4名 ご 来 客 1名

メーキャップ 1名 ゲ ス ト 0名

出席報告 第953回 12月12日



1月19日（日）天皇杯全国都道府県対抗男子駅伝が開催されました。

中学生から社会人までのランナーが都道府県対抗でたすきをつなぐ男子駅伝で、今年で25回目となります。

広島安佐ロータリークラブは平成24年から、広島県の応援団として、宗徳高校インターアクトクラブや黒瀬

中学校陸上部の皆さんと一緒に広島県チームの応援をして参りました。さらに今年は、熊野東中学校と熊野

中学校の陸上部の皆さんも参加してくれました。

令和初となる今大会は、北海道から沖縄まで47都道府県が出場し、7区間48キロのコースを競いました。

私たちは、午前9時30分 冬晴れの中、平和記念公園の噴水前に集合。幟の準備をし、記念写真を撮った

後、折り返し地点の応援チームは宮島口に向けて出発。残った面々は、3カ所に分かれて応援の準備に就き

スタートを待ちました。

この大会はもう一つの楽しみに、ご当地のゆるキャラに会えたり名物のB級グルメが味わえるという催し

があり、広島市内はもちろん全国からたくさんの方々が来られて賑わいます。

肝心の駅伝は、12時30分に平和記念公園をスタート。私たちは、スタート地点で選手に声援を送った後、

むさし土橋店に開設されたパブリックビューイング会場でむさしさんのお弁当をいただきながら、2区3区と

繋がれるたすきリレーを観戦。その後、再び街頭へ出て7区（アンカー）の選手を応援しました。

レースの結果は、長野県が史上最多を更新する8度目の優勝。2位は兵庫県、そして3位は埼玉県でした。

我らが広島県は16位と入賞には至りませんでしたが、一時は1位になるなど見せ場もありました。来年は入

賞、さらには優勝を目指して頑張っていただきたいと願います。

今大会は、開催直前に話題に上った「厚底シューズ」にも注目が集まりました。こちらは賛否ありますが

それはさておき、多くの選手がこの厚底シューズを使用していました。その影響かどうか、上位のチームが

多数大会記録を更新する高速レースとなったようです。

大会は盛況の内、無事修了しましたが、今年は昨年に比べ応援に来られる方がやや少なかったように見受

けました。地元広島で開催される大きな大会なので、もっと多くの方々に会場へ足を運んでいただき、また

沿道でも応援していただけたらと感じます。

天皇盃第25回全国男子駅伝

広島県代表を皆で応援する会

2020年1月19日(日)



広島安佐ロータリークラブは、広島北ロータ

リークラブ・広島陵北ロータリークラブの

孫・子クラブです。今回の例会は、親子・孫ク

ラブの3ロータリー合同夜間例会で、

総勢 約150名のロータリアンが一同に会しまし

た。

始めに、今年度の幹事クラブ・広島陵北RCの

瀬川会長より会長時間があり、例会は粛々と進

行しました。

例会の後は、親睦を深める懇親会です。テー

ブルには昼間の例会にはないアルコールやいつ

もより豪華な食事が並び、会場は和やかな雰囲

気に包まれました。そして、地元広島で活躍す

るミュージシャン「HIPPY」さんによる、素晴

らしいステージに会場も大盛リ上がり！！カー

プの西川選手の登場曲で知られる「君に捧げる

応援歌」では一緒に歌う会員もいました。

ステージ終盤では、「HIPPY」さんの呼びか

けで会場前列の皆さんが、肩を組んで歌うなど

懇親会に相応しい素晴らしいステージとなりま

した。

私たち広島安佐RCの例会は木曜日で広島北RC

さんと同日のため、メーキャップに行き来する

ことができないため、年に一度の3ロータリー

合同例会が顔を合わせる数少ない機会です。古

くからの会員さん同士は顔見知りが多いよう

で、談笑する姿があちらこちらで見られました

が、入会間もない会員にとっては少し緊張する

場でもあります。こういった機会に他クラブは

どういった活動をしているのかなど、色々な方

々と話をしてもっと親睦を深めたいと思いまし

た。

最後に、今回幹事をしてくださった広島陵北

RCの皆さんに感謝申し上げます。

2020年1月23日(木)第956回

リーガロイヤルホテル広島4階

ロイヤルホール

「3RC合同夜間例会」



会長時間

1/17都道府県対抗男子駅伝大会、1/23の３RC

合同夜間例会にご参加いただきまして大変お疲

れ様でした。広島県チームは結果こそ惜しくも

16位となりましたが我々の応援地点の一つであ

る宮島口までは2位と心強い走りを見せてくれ

ました。懇親会も大人数駆け付け盛会で終えま

した。３RC合同夜間例会に至っては会員交流が

より一層深まったのではないでしょうか。若手

の会員さんは良い刺激になったかと思います。

今年度はあと1回合同例会を予定しております

ので楽しみにしてください。

話題を変えまして広島が誇るマツダ株式会社

が本日100周年を迎えました。決して順風満帆

の経営ではなかったことはみなさんも周知の事

実です。売上3兆円近くになる企業でも業績は

波あり谷ありですが100年に及び地域と雇用を

維持発展してきた功績は我々広島県民がたたえ

るべきであろうと確信しております。

クルマは単なる移動手段ではなく運転してワ

クワクしなければならないモノだと思います。

最近よく耳にします。「モノ消費よりもコト消

費」というのがあります。商品の所有という見

える価値よりも商品やサービスを購入したこと

で得られる体験、という目に見えない価値をよ

り重要視する時代です。多くの企業もそうして

います。ロータリアンになるためだけなら安佐

RCには入ってくれないでしょう。安佐RCに入っ

たらどんな見えない価値が得られるか私達は今

一度再考しておく必要があると思います。

今日現在22名です。今年度目標を23名死守と

するならばあと１名です。頑張りましょう！

本日の会長時間とさせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。

｢人生のプロ意識｣

元テレビ新広島

制作局長

初谷 規余子 様

昭和50年10月1日開局のテレビ新広島は広島

の最後発局。オイルショックの冷めやらぬ不景

気の中で誕生しました。私は、その開局前の4

月に入社した一期生で、報道、制作、広報、著

作権、コンプライアンスなど、いわゆるテレビ

の現場を歩んできました。60歳でめでたく定年

退職してからは、人生の達人をめざして楽しん

でいます。きものもそうした趣味の一つ。とい

っても、買うのが楽しいのではなく、ほとんど

母や姉からもらったものです。今日着てきたの

は叔母の形見分けでいただいたもの。箪笥で眠

らせるよりは、どんどん着て食事やイベントに

出かけるという活動もやっています。仕事を辞

めてからは、そうした趣味と、ほんのちょこっ

とですが、ボランティアで社会貢献のお手伝い

をしています。諸先輩方や現役でバリバリ仕事

をなさっている皆様方を前にお話しするのはと

ても気が引けますが、これまで出会ったいろい

ろなプロ意識のある人たちの話をさせていただ

こうと思います。

まず、Oさんというカメラマンの話。TSS開局

当時は、ほとんどフィルムカメラでした。しか

し、当時、新製品として小型VTRカメラが登場

し、お金がなかった新興局のTSSでは、このVTR

カメラを導入したのです。小型と言ってもかな

りの大きさで、10キロ弱の重さがあったと思い

ます。そのカメラを肩に担いで撮影するわけで

すが、Oカメラマンが宮島で撮影をしていた時

のこと。桟橋から厳島神社へ向かう途中の大鳥

居がよく見えるあたりに石灯籠があるのをご存

じでしょうか。そこに足をかけてカメラを構え

ていたところ、バランスを崩して落ちてしまっ

たのです！その瞬間、Oさんは、カメラだけを

アシスタントに渡し、自分は、そのまま下へ。

2020年1月30日(木)第957回

3階「安芸の間」



幸い、潮が満ちていたので海の中にドボンで怪

我はなく、高いカメラ機材も濡れることなく、

事なきを得ました。彼は、飲むわ、女好きだ

わ、博打もするわで、ダメ人間だなぁと思って

いたのですが、さすがプロ！と感心したのであ

りました。

報道部の時、原爆特別番組を制作することに

なりました。当時、3回目の補修工事を控え、

広く寄付を呼びかけた原爆ドーム募金について

の番組です。寄せられた浄財に添えられた手紙

の中から選んで各地で取材し、その思いを伺う

ものでした。この番組のナレーター及び出演を

お願いしたのが女優の吉永小百合さん。吉永さ

んは、ああ見えて、とてもさばさばした男っぽ

い方でした。

撮影は７月初め頃の暑い盛り。特別な許可を

もらって原爆ドームの中で撮影したのですが、

暑い中でも、吉永さんは汗をかかず、化粧も崩

れないのです。しかし、撮影が終了し、車まで

平和公園内を歩いていた時、どっと顔から汗

が！さすが女優、さすがプロと尊敬した瞬間で

した。

入社10年目のこと。TSSもめでたく開局10周

年を迎え、特別番組を制作することになりまし

た。当時、地方局として初めて24時間番組を作

ったのです。といっても、夜のゴールデンタイ

ムなどはネット番組を放送しなくてはならない

のですが、深夜から早朝を中心に、午前午後も

差し替えられる時間帯はすべてローカルで生放

送をするという、当時としては前代未聞のチャ

レンジでした。その中の縦軸の柱として、恵ま

れない子供たちのためのログハウスを作ること

にしたのです。事前に、丸太の皮をはいで削り

出す作業など準備を進めておき、24時間でそれ

を組み立てられるかというもの。ところが、こ

の夜、台風の接近で暴風雨になってしまいまし

た。丸太は雨で湿ってしまうと膨張してサイズ

が合わなくなってしまうのです。最後の中継の

時間になっても完成せず、ボランティアでがん

ばってくれていたログビルダーたちが男泣きす

ると、現場のアナウンサーも、スタジオ内もも

らい泣き！その現場を担当していたのが、当

時、詩人アナだった棚田徹でした。その流れで

エンディングに突入すると、スタッフも感極ま

って、あちこちで泣いています。私は、メイン

FD（フロアディレクター）として、スタジオを

取り仕切っていました。オンエアまでの1週間

は、平均2，3時間の睡眠しか取れていませんで

した。体力も気力も限界のところまで来てお

り、これまでのあれこれが一気にきて、私もう

るっと来ていました。しかし、時間を管理する

タイムキーパーが泣いてしまって声を出せなく

なり、番組終了までの残り時間がわかりませ

ん。そこで我に返った私の眼から急に涙が引い

て、スタジオ中が泣いている中、タイムキーパ

ーを当てにせず、自分で時計を見て時間カウン

トを出して、冷静に仕事を終えたのでした。自

分で自分をほめてやりたい。我ながらプロだっ

たなぁと思うのです。

サラリーマン人生の終わりごろには、管理職

として、部下の育成が重要な仕事となっていま

した。「なんだか悩んでるようだなぁ」と感じ

ると、呼び出して話を聞いてやりました。悩ん

でいること、つらいことを吐き出すので、「あ

なた自身は悪くない」と励ますと、ボロボロっ

と泣き出してしまうのです。それで「また、初

谷が泣かしよる」とよく言われたものです。し

かし、決して部下を叱って泣かせたわけではあ

りません。人を育てるということのプロとして

努力したつもりです。

仕事を辞めてからは、スポーツジムに通って

体力増進、健康維持に気を使ったり、多少なり

とも社会のお役に立てればとボランティアを少

しやっています。

その中のひとつが観光ボランティアガイド。

平和公園、広島城、縮景園のガイドをします。

広島で生まれ育った私でも知らなかったことが

多くあり、広島の友人にもガイドしたところ、

皆、とても喜んでくれます。是非、皆様方もガ

イドを聞いてみてください。新たな発見がある

と思います。ガイドをする相手は圧倒的に修学

旅行生が多いのです。中にはやんちゃな子たち

もいて、よく「話を聞かない」などと文句を言

う人もいますが、私は、それはこっちの努力が

足らないからだろうと思うのです。ガイドのプ

ロとして、相手に喜んでもらえるガイドをする

ことが必要。小学生、中学生、高校生、それぞ

れのレベルに合わせた話し方をすることが必要

でしょう。興味を持ってもらってナンボという

考え方をしてしまうのは、やっぱりテレビマン

上がりだからでしょうか。今も気をつけていま

すが、一人一人の顔を見て、相手に興味を持っ

てもらえているか確認しながら話しています。

それがガイドとしてのプロ意識かなと思いま

す。今は、家事に、趣味に、ボランティアに、

人生を楽しむプロを目指しているところ。プロ

意識をもって、人生を楽しみたいと思っていま

す。もう一つ、プロとして大事なことは時間を

守ること。そろそろ時間となったようです。あ

りがとうございました。



本日のプログラム
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幹事報告

｢人生のプロ意識｣
元テレビ新広島
制作局長

初谷 規余子 様

１.BOX配布物

・がん予防講話会のご案内を配布しております。

ご出欠は回覧にてお願い致します。

・職業人による講話会のご案内を配布しておりま

す。がん予防講話と同時進行となっておりま

す。

・創立21周年記念夜間例会のご案内を配布してお

ります。出欠の回答は回覧にてお願い致しま

す。

・14RC合同ゴルフ大会のご案内を配布しておりま

す。ご出欠は回覧にてお願い致します。

・クマヒラ抜粋のつづりその七十九を配布してお

ります。

２.例会変更

・広島東南RC「姉妹クラブ交流夜間例会」

と き：2月3日（月）18：30～※同日変更

ところ：ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

３.休会

・2月13日（木）広島北RC

４.お知らせ

・本日、アンケートを配布させて頂いておりま

す。内容は次回例会プログラム、クラブフォー

ラムの参考資料とさせて頂きますので、本日中

にご記入していただきまして、回収させて下さ

い。よろしくお願いいたします。



ニコニコ箱

☆道垣内 文夫会員

お客様、ようこそお越し下さいました。

ごゆっくりおくつろぎ下さい。

☆大串 修二会員

ご来客の皆様、ありがとうございます。そし

て、初谷規余子様、いらっしゃいませ！本日

の卓話楽しみにしております。ゆっくりいて

いってください。

☆三宅 恭次会員

初谷様、本日の卓話楽しみにしています。新

春らしく和服も素敵です。

☆長神 憲一会員

お客様、ようこそおいでくださいました。ご

ゆっくりしていって下さい。今日から被選理

事会です。大串会長エレクト、宜しくお願い

いたします。

￥4,000 累計￥608,９４２

会員数 22名 出 席 率 95.45％

出 席 17名 ご 来 賓 0名

欠 席 5名 ご 来 客 3名

メーキャップ 4名 ゲ ス ト 0名

出席報告 第955回 1月9日

崇徳学園ＩＡＣ募金

1月分
松岡 與吉･奥芝 隆

岡本 忠文･谷 勝美

合計 4,000円

総合計 28,000円

本日は、1月度最終例会で、「100万$のラン

チ」でした。

メニューは人気のカレーライスで、とても美味

しくいただきました。

私は個人的にレーズンをトッピングする食べ方

が気に入っています。

そして、本日のゲスト卓話は、三宅会員の推

薦で、元テレビ新広島制作局長の初谷規余子様

にお越しいただきました。初谷様は、普段から

「着物を着て出かけよう！！」という活動をし

ていらっしゃるそうで、本日もとても素敵な和

装で登場されました。

卓話の内容は「人生のプロ意識」と題して、

初谷様が長年勤められたテレビ局でのお話を中

心に、仕事を通して出会った「プロ意識」の高

い方々との逸話等をお話されました。中でも印

象に残ったのは、吉永小百合さんの逸話で、真

夏の暑い日、平和記念公園でのロケの中、スタ

ッフは汗びっしょりなのに、吉永小百合さんは

ほとんど汗をかかず、ロケが終わったとたんに

滝のように汗が頬をつたった・・・大女優さん

は汗をも止められるんだ！！と「プロ意識」の

高さに感動しました。というお話に私たちも感

動しました。初谷様は、退職後の現在は、平和

記念公園や広島城、縮景園等の観光案内や盲導

犬の活動補助等のボランティア活動を積極的に

されているそうです。

初谷様の「プロ意識の高い生き方」に感銘を

受けました。ありがとうございます。

このように、各界の素敵な方々にお会いでき

て、素晴らしいお話を聞かせていただけるのも

ロータリーの魅力の一つだと思います。

（広報・会報委員）


